
平
成
元
年
̃
5
年

1989-1993



住
民
ら
知
恵
絞
り
論
議

上
浮
穴
郡
面
河
村
は
こ
の
ほ
ど
、
村
の
活
性
化
方
策

を
探
る
「
ふ
る
さ
と
創
生
塾
」
(
村
、
商
工
会
共
催
)
を
発

足
さ
せ
た
。
一
年
間
の
予
定
で
毎
月
一
回
の
勉
強
会
を
開

き
、
村
民
有
志
が
知
恵
を
絞
っ
て
い
く
。

同
村
は
人
口
千
三
百
人
足
ら
ず
の
過
疎
の
村
。
農
林

業
の
ほ
か
面
河
渓
や
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
な
ど
の
観
光
が

大
き
な
収
入
源
。
役
場
に
は
「
む
ら
お
こ
し
対
策
課
」
を

設
置
し
て
産
業
お
こ
し
を
図
っ
て
い
る
が
、
同
塾
は
、
さ
ら

に
住
民
の
意
識
を
高
め
、
有
効
な
方
策
を
探
ろ
う
と
昨

年
十
一
月
か
ら
発
足
し
た
。

(
平
成
元
年
1
月
1
3
日
)

匿
名
の
卒
業
生

本
を
寄
贈

「
読
書
の
習
慣
を
つ
け
勉
強
の
好
き
な
子
に
な
っ
て
」

と
こ
の
ほ
ど
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
の
幼
稚
園
と
小
中
学

校
に
匿
名
の
卒
業
生
か
ら
本
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
供

た
ち
を
感
激
さ
せ
て
い
る
。

本
を
贈
ら
れ
た
の
は
同
村
渋
革
の
渋
草
幼
稚
園
(
増

元
晶
尚
園
長
、
九
人
)
、
渋
華
中
(
同
校
長
、
二
十
九
人
)
、

面
河
中
(
三
好
次
郎
校
長
、
三
十
二
人
)
。
今
月
中
ご
ろ
、

中
学
の
玄
関
に
子
供
向
き
の
四
種
類
の
全
集
(
約
四
万

円
相
当
)
が
置
か
れ
て
い
た
。

(
平
成
元
年
6
月
2
3
日
)

話し合いをする「ふるさと創生塾面河」の参加者

贈られた本を前に、喜ぶ渋掌中、面河中の子供たち

面
河
村
で
成
人
式

上
浮
穴
郡
面
河
村
の
成
人
式
が
一
月
三
日
、
村
住
民

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
今
年
二
十
歳
を
迎
え
る
住
人
の
う

ち
男
女
五
人
が
出
席
し
て
村
職
員
や
来
賓
か
ら
祝
福
と

激
励
を
受
け
た
。

出
席
し
た
の
は
、
村
森
林
組
合
に
勤
務
す
る
一
人
と
、

村
外
で
勉
学
中
の
四
人
。
中
川
鬼
子
太
郎
村
長
が
村
の

現
状
や
事
業
を
説
明
し
た
あ
と
「
過
疎
の
村
だ
が
、
内

容
で
は
他
町
村
に
負
け
て
い
な
い
。
誇
り
を
持
っ
て
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
た
。

各
成
人
者
が
「
看
護
婦
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
る
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
勉
強
を
し
て
い
る
」
「
面
河
の
林
業

の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
中
川
村
長
が

「
保
健
婦
の
資
格
を
取
っ
て
村
に
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
「
林

業
で
注
文
が
あ
れ
ば
何
で
も
言
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
話
し

か
け
な
が
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

(
平
成
2
年
1
月
7
日
)
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伝
蔵
の
わ
ら
加
工
学
ぶ

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
昔
の
技
術

を
習
得
す
る
「
く
ら
し
の
伝
承
活
動
研
究
会
」
が
七
月

二
十
四
日
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
の
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
村
内
の
お
年
寄
り
が
、
わ
ら
加
工
に
取
り
組
ん
だ
。

久
万
農
業
改
良
普
及
所
が
主
催
し
て
昨
年
か
ら
続

け
て
い
る
事
業
で
、
県
内
で
は
三
地
区
で
実
施
し
て
い
る
。

同
日
は
村
内
の
各
種
の
技
術
伝
承
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
リ

ー
ダ
ー
ら
が
参
加
。
わ
ら
民
芸
品
作
り
の
名
人
の
菊
池
一

郎
さ
ん
(
七
も
=
西
宇
和
郡
三
瓶
町
、
農
業
=
を
講
師
に
、

ミ
ニ
は
ご
(
か
ご
)
の
作
り
方
な
ど
を
習
っ
た
あ
と
、
色
紙

掛
け
や
草
履
を
作
っ
た
。

(
平
成
元
年
1
月
2
5
日
)

和
や
か
に
体
験
発
表

お
年
寄
り
と
婦
人
集
い
交
流

上
浮
穴
郡
面
河
村
で
二
月
二
十
七
日
、
農
村
社
会
の

活
性
化
を
図
る
「
農
村
高
齢
者
・
婦
人
交
流
集
会
」
(
久

万
農
業
改
良
普
及
所
、
村
主
催
)
が
開
か
れ
、
技
術
研
修
、

体
験
発
表
、
講
演
が
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

県
の
農
家
高
齢
者
能
力
活
用
推
進
事
業
の
一
環
で
、
二

年
計
画
の
二
年
目
。
年
一
回
交
流
集
会
を
行
っ
て
お
り
、

同
日
は
会
場
の
住
民
セ
ン
タ
ー
に
菅
福
定
さ
ん
ら
お
年

寄
り
が
三
十
人
、
高
岡
富
佐
子
さ
ん
ら
生
活
改
善
グ
ル

ー
プ
の
婦
人
が
三
十
五
人
参
加
し
た
。

(
平
成
2
年
2
月
2
8
日
)

わらの加工技術を学ぶ面河村のお年寄りたち

体験発表などが行われた面河村の交流集会

帰
省
家
族
加
わ
り
和
気
あ
い
あ
い

敬
老
会
兼
ね
て
運
動
会

過
疎
、
高
齢
化
に
悩
む
面
河
ダ
ム
湖
畔
の
上
浮
穴
郡

面
河
村
笠
方
で
十
月
十
日
、
敬
老
会
を
兼
ね
た
運
動
会

が
あ
り
、
地
区
民
や
帰
省
家
族
ら
約
百
七
十
人
が
日
ご

ろ
の
沈
滞
ム
ー
ド
を
吹
き
飛
ば
し
た
。

四
国
山
地
の
ふ
も
と
に
あ
る
笠
方
地
区
は
昭
和
二
十

五
年
に
は
九
百
四
十
一
人
の
人
口
が
あ
っ
た
が
、
ダ
ム
建
設

(
三
十
八
年
完
成
)
に
よ
る
水
没
で
三
百
八
十
人
が
離
村
、

現
在
で
は
九
十
六
人
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
う
ち
七
十
歳

以
上
が
二
十
五
人
、
二
十
歳
未
満
は
わ
ず
か
七
人
と
高

齢
化
が
進
み
、
平
均
年
齢
は
六
十
歳
を
超
え
て
い
る
。

運
動
会
兼
敬
老
会
は
「
寂
れ
ゆ
く
地
域
に
活
気
を
」

と
四
十
四
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
十
二
回
目
。

(
平
成
2
年
1
0
月
1 

2
日
)

面河ダム湖畔の笠方地区で行われた敬老会兼運動会
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元気に炭焼きを続ける木下さん

122

炭
焼
き
0
0
年

ま
ず
窯
造
り

ガ
ス
や
電
気
が
燃
料
の
主
流
と
な
っ
た
昭
和
三
十
年
ご
ろ
以
降
、
上
浮
穴
郡
の
山
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
炭
を
焼
く
煙
が
消
え
た
。
山
で
は
広
葉
樹
が
切
ら
れ
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
に
替
わ

っ
た
。
国
有
林
が
多
く
県
内
有
数
の
木
炭
産
地
だ
っ
た
面
河
村
で
も
、
四
百
人
近
く
い
た

炭
焼
き
さ
ん
が
今
は
六
̃
七
人
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
専
業
は
一
人
も
お
ら
ず
、
農
閑
期
の

副
業
で
細
々
と
続
け
て
い
る
だ
け
だ
。

木
下
さ
ん
と
炭
焼
き
の
出
合
い
は
高
小
を
卒
業
後
、
自
宅
の
窯
で
手
伝
い
だ
し
て
か

ら
。
炭
焼
き
歴
は
以
来
六
十
余
年
、
村
で
は
最
長
老
だ
。
昭
和
十
四
年
か
ら
四
十
三
年
ま

で
は
、
県
事
務
所
の
林
産
物
検
査
員
(
面
河
駐
在
)
と
し
て
木
炭
や
用
材
の
検
査
に
あ
た
っ

て
き
た
。
い
わ
ば
炭
焼
き
の
プ
ロ
で
あ
る
。
焼
き
方
だ
け
で
な
く
、
炭
窯
の
遣
り
方
も
研
究

を
重
ね
、
村
内
を
は
じ
め
久
万
や
松
山
で
も
指
導
し
て
き
た
。
「
同
じ
人
が
同
じ
材
料
を

使
っ
て
も
同
じ
窯
は
で
き
ま
せ
ん
。
満
足
い
く
窯
が
で
き
る
の
は
一
割
ぐ
ら
い
。
窯
が
ポ
ロ
か

っ
た
ら
、
い
い
炭
は
で
き
ん
」

今
の
窯
は
三
十
年
ご
ろ
の
も
の
で
「
ま
あ
ま
あ
の
出
来
」
。
一
回
に
約
八
立
方
浩
の
原
木

を
焼
く
。
十
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
約
四
百
キ
ロ
の
炭
が
で
き
る
。
原
木
は
自
分
の
山
の
ナ
ラ
や

ケ
ヤ
キ
の
ほ
か
雑
木
。
「
よ
そ
か
ら
買
う
た
ん
で
は
引
き
合
い
ま
せ
ん
」

品
質
は
申
し
分
な
い
。
県
内
を
は
じ
め
速
く
高
松
か
ら
も
お
茶
の
先
生
が
買
い
に
来

る
。
ほ
か
に
「
魚
焼
く
の
は
や
っ
ぱ
り
炭
で
な
い
と
」
と
村
内
の
人
ら
が
買
う
。
こ
た
つ
に
も

使
う
。
多
い
と
き
は
年
十
回
ぐ
ら
い
焼
い
た
が
、
最
近
は
年
二
⊥
二
回
に
減
っ
た
。
適
当
な

広
葉
樹
が
残
り
少
な
く
な
っ
た
た
め
だ
。
家
族
は
高
齢
を
気
遣
っ
て
「
や
め
た
ら
」
と
言

う
。
「
今
年
は
や
め
よ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
年
賀
状
で
頼
ま
れ
て
」
と
続
け
て
い
る
。
体
は
元

気
で
、
重
た
い
原
木
を
運
ぶ
の
も
苦
に
な
ら
な
い
様
子
。

(
平
成
元
年
6
月
3
0
日
)
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観
光
・
特
産
品
で
村
お
こ
し

若
者
塾
開
き
活
動

人
材
育
成
目
指
す

渓
谷
美
と
紅
葉
を
誇
る
面
河
渓
、
西
日
本
の
最
高
峰

石
鎚
山
へ
ド
ラ
イ
ブ
で
き
る
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
あ
り
、

年
間
約
四
十
五
万
人
の
観
光
客
を
集
め
る
上
浮
穴
郡

面
河
村
。
し
か
し
、
主
産
業
の
林
業
は
こ
の
と
こ
ろ
不
振

で
あ
り
、
若
者
の
流
出
に
よ
っ
て
人
口
は
千
二
百
人
台
に

な
り
、
過
疎
化
が
進
む
の
が
悩
み
の
種
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
で
面
河
村
商
工
会
が
中
心
に
な
っ
て
、
村
お

こ
し
と
人
材
育
成
を
目
指
し
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
塾
」
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。
株
式
会
社
ソ
フ
ト
(
松
山
市
)
の
出
雲

神
吉
氏
を
講
師
に
昨
年
十
一
月
か
ら
続
け
て
お
り
、
近
く

十
回
目
の
会
が
あ
る
。
塾
に
は
商
工
会
青
年
部
の
会
員

を
中
心
に
役
場
職
員
ら
も
参
加
。
多
い
時
は
八
十
人
に

な
っ
た
時
も
あ
っ
た
。
一
年
計
画
で
十
一
月
に
十
一
回
目
の

会
を
開
い
て
終
了
す
る
予
定
。

こ
れ
ま
で
、
村
お
こ
し
と
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
と
は
、
面

河
村
で
の
生
き
が
い
働
き
が
い
の
現
状
、
面
河
村
で
誇
れ

る
も
の
は
、
人
生
設
計
と
は

-
な
ど
の
テ
ー
マ
で
話
し

合
い
が
持
た
れ
た
。
次
回
と
最
終
回
で
、
村
お
こ
し
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
出
席
者
が
持
ち
寄
り
、
「
創
生
企
画
書
」

を
作
成
す
る
。
こ
の
企
画
書
を
今
後
の
村
づ
く
り
に
役

立
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
度
の
「
村
お
こ
し
」
事
業
の
対
象
地
域
に

指
定
さ
れ
、
商
工
会
が
中
心
に
な
っ
て
特
産
品
の
開
発
、

観
光
開
発
へ
の
ア
イ
デ
ア
募
集
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
特

産
品
と
し
て
は
現
在
、
マ
イ
タ
ケ
、
プ
ラ
ム
が
順
調
。
プ
ラ
ム

は
五
年
前
に
特
産
品
の
産
地
育
成
計
画
の
認
定
を
受

け
て
、
特
産
地
化
を
目
指
し
て
き
た
も
の
。
今
年
は
出
荷

量
が
足
り
な
い
ほ
ど
の
引
っ
張
り
た
こ
だ
っ
た
。

村
お
こ
し
の
特
産
品
づ
く
り
と
し
て
は
、
面
河
の
気
候
、

自
然
を
生
か
し
た
高
冷
地
野
菜
、
山
草
、
キ
ノ
コ
、
魚
を

利
用
し
た
一
・
五
次
産
品
の
開
発
を
目
指
す
。

観
光
開
発
に
つ
い
て
は
、
「
面
河
渓
、
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
以
外
の
場
所
を
ど
う
開
発
す
る
か
で
す
」
と
松
本
久

夫
会
長
。
「
観
光
客
の
面
河
村
で
の
滞
留
時
間
を
長
く

す
る
た
め
に
」
面
河
ダ
ム
周
辺
や
鼓
ケ
滝
、
カ
ツ
ラ
の
古

木
の
あ
る
大
成
地
区
な
ど
の
開
発
も
考
え
ら
れ
る
。
ダ

ム
周
辺
で
は
、
温
泉
開
発
や
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
構
想
も

浮
上
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ダ
ム
建
設
中
に
鉱
泉
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
地
元
有
志
に
よ
っ
て
近
く
鉱
泉
探
し
が
始
ま

る
。そ

の
ほ
か
商
工
会
の
活
動
と
し
て
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
支

援
も
行
っ
て
お
り
、
八
月
の
納
涼
祭
り
、
十
月
に
面
河
渓

で
行
う
清
流
郷
ま
つ
り
、
十
一
月
の
面
河
村
ふ
る
さ
と
祭

り
な
ど
に
商
工
会
青
年
部
が
出
店
な
ど
を
出
し
盛
り

上
げ
を
図
っ
て
い
る
。

(
平
成
元
年
9
月
5
日
)

「
村
お
こ
し
」
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る

面
河
村
商
工
会
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面
河
ダ
ム
湖
畔
に
温
泉

地
元
民
宿
業
者
ら
掘
り
当
て
る

上
浮
穴
郡
面
河
村
笠
方
の
面
河
ダ
ム
湖
畔
で
、
こ
の
ほ
ど
温
泉
法
上
の
「
温
泉
」
成
分

を
有
す
る
冷
鉱
泉
が
見
つ
か
っ
た
。
過
疎
に
悩
む
同
村
は
、
風
光
明
美
な
面
河
ダ
ム
の
観

光
開
発
に
よ
る
活
性
化
を
目
指
し
て
お
り
、
温
泉
ブ
ー
ム
の
な
か
で
関
係
者
は
「
湖
畔
の

温
泉
」
実
現
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

冷
鉱
泉
が
発
見
さ
れ
た
の
は
面
河
ダ
ム
北
岸
の
笠
方
市
口
地
区
で
、
湖
か
ら
約
六
百
㍍

の
山
す
そ
。
同
村
渋
革
、
民
宿
経
営
松
本
久
夫
さ
ん
(
六
四
)
と
同
大
味
川
、
建
設
業
西
岡

和
夫
さ
ん
(
五
四
)
が
温
泉
掘
削
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
地
下
四
百
六
㍍
付
近
で
鉱
泉
の
水

脈
を
見
つ
け
た
。
鉱
泉
を
県
立
衛
生
研
究
所
に
送
り
「
温
泉
水
予
試
験
」
と
し
て
分
析

し
た
結
果
、
固
形
成
分
や
フ
ッ
素
イ
オ
ン
、
メ
タ
ほ
う
酸
な
ど
が
、
温
泉
法
上
の
「
温
泉
」
と

さ
れ
る
基
準
値
を
満
た
し
て
い
た
。
水
温
は
泉
源
が
二
七
度
、
地
上
で
一
七
̃
二
〇
度
。

昭
和
三
十
年
代
の
ダ
ム
建
設
に
伴
う
導
水
ト
ン
ネ
ル
掘
削
中
に
「
温
泉
が
出
た
」
と
の

付
近
住
民
の
証
言
を
も
と
に
、
今
月
上
旬
に
分
析
結
果
を
受
け
取
っ
た
松
本
さ
ん
ら
は
、

湧
出
量
を
上
げ
る
た
め
、
さ
ら
に
五
十
㍍
掘
り
下
げ
て
か
ら
、
検
査
官
が
現
地
に
出
向
く

本
試
験
を
受
け
る
。

温
泉
と
し
て
実
用
化
す
る
た
め
に
は
、
本
試
験
を
ク
リ
ア
後
、
動
力
(
ポ
ン
プ
)
設
置
許

可
、
温
泉
利
用
許
可
を
知
事
か
ら
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
だ
関
門
は
残
っ
て
い
る
。
だ

が
、
松
本
さ
ん
ら
は
既
に
湖
畔
に
温
泉
施
設
用
地
も
準
備
し
て
お
り
「
で
き
れ
ば
来
年
に

も
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い
。
地
元
の
人
の
雇
用
の
場
に
な
れ
ば
」
と
話

し
て
い
る
。

(
平
成
2
年
6
月
2 

1
日
)
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お
め
で
と
う
百
歳

面
河
村
で
村
制
記
念
式
典

上
浮
穴
郡
面
河
村
の
村
制
百
周
年
記
念
式
典
が
十
一
月
十
一
日
、
同
村
住
民
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
功
労
者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

面
河
村
は
明
治
二
十
二
年
の
市
町
村
制
施
行
に
伴
い
、
翌
二
十
三
年
に
柚
川
村
と
し

て
誕
生
。
面
河
渓
が
国
の
名
勝
に
選
ば
れ
た
の
を
記
念
し
て
昭
和
九
年
面
河
村
に
改
称

し
た
。
同
二
十
四
年
に
は
約
五
千
人
の
人
口
が
あ
っ
た
が
現
在
は
千
二
百
人
余
に
減
り
、

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。

式
典
に
は
村
内
外
の
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
。
中
川
村
長
が
「
先
人
の
努
力
の
お
か

げ
で
立
派
な
村
有
林
が
あ
り
、
村
の
財
政
の
安
定
に
貢
献
し
て
い
る
。
今
後
も
力
を
合
わ

せ
、
村
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
功
労
者
を
表
彰
し
た
。

(
平
成
元
年
u
月
1
2
日
)

山
里
の
特
産
品
い
か
が

面
河
開
発
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

山
里
な
ら
で
は
の
特
産
品
を
開
発
し
、
販
売
す
る
「
面
河
特
産
品
開
発
セ
ン
タ
ー
」
(
菅

努
所
長
)
が
こ
の
ほ
ど
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
相
の
木
の
県
道
沿
い
に
完
成
し
、
五
月
一
日
か

ら
売
店
な
ど
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

農
林
水
産
物
の
加
工
品
や
工
芸
品
の
見
直
し
と
新
製
品
の
開
発
が
狙
い
。
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
と
し
て
昨
年
十
月
着
工
、
今
年
三
月
末
完
成
し
た
。
建
物
は
、
渓
谷
沿
い
に
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
瓦
ぶ
き
木
造
平
屋
建
て
約
四
百
五
十
平
方
雷
。
漬
物
、

総
菜
、
菓
子
、
麺
類
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
豆
腐
、
ヨ
モ
ギ
粉
末
、
瓶
詰
の
各
加
工
室
と
研
修
室
、
売

店
、
ふ
る
さ
と
市
場
を
備

面河村で開かれた村制百周年詰念式典

え
る
。
総
事
業
費
約
九

千
万
円
。
同
村
で
は
、
施

設
を
地
元
婦
人
会
や
農

業
者
な
ど
に
開
放
し
、

運
営
し
て
い
く
。

(
平
成
5
年
4
月
2
9
日
)

オープン後、観光客でにぎわう面河特産品開発センター
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面
河
を
「
も
み
じ
の
里
」
に

村
お
こ
し
若
手
グ
ル
ー
プ

講
師
招
き
学
習
会

上
浮
穴
郡
面
河
村
の
若
手
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
平

成
お
も
ご
塾
」
(
中
川
直
彦
塾
長
、
十
七
人
)
の
第
一
回
ふ

る
さ
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
が
八
月
二
十
九
、
三
十
の

両
日
、
同
村
若
山
の
ホ
テ
ル
な
ど
で
あ
り
、
塾
生
十
二
人

が
県
内
外
の
講
師
の
助
言
を
受
け
、
「
も
み
じ
の
里
」
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

同
塾
は
、
県
の
肝
い
り
で
平
成
二
年
末
に
で
き
た
村
の

ふ
る
さ
と
創
生
若
者
塾
が
発
展
的
に
改
組
。
二
十
三
̃

四
十
四
歳
の
役
場
職
員
、
教
員
、
建
設
会
社
員
ら
が
月

例
会
を
開
き
、
村
の
活
性
化
策
を
模
索
し
て
い
る
。
同
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
は
、
県
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

の
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
の
一
環
。

(
平
成
4
年
9
月
1
日
)

広
田
村
と
面
河
村
が
交
流
会

上
浮
穴
郡
面
河
村
と
伊
予
郡
広
田
村
の
両
役
場
挙

げ
て
の
第
一
回
職
員
交
流
会
が
二
月
二
十
七
日
、
広
田
村

で
あ
り
、
両
村
全
職
員
の
八
割
近
い
約
八
十
人
が
村
づ

く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

両
村
は
人
口
が
共
に
一
千
人
余
り
で
、
立
地
条
件
や
主

産
業
、
過
疎
・
高
齢
化
の
悩
み
も
類
似
し
て
い
る
。
九
一
(
平

成
三
)
年
秋
に
三
好
晃
二
村
長
以
下
広
田
村
職
員
の
大

半
が
面
河
渓
を
訪
ね
、
中
川
鬼
子
太
郎
面
河
村
長
の
講

演
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
職
員
交
流
研
修

の
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

二
十
七
日
、
面
河
村
か
ら
中
川
村
長
以
下
三
十
六
人

が
広
田
村
を
訪
問
。
ま
ず
、
山
村
留
学
の
成
功
で
知
ら

れ
る
高
市
小
学
校
(
三
十
二
人
)
を
見
学
。
続
い
て
権
現

山
や
神
の
森
、
仙
波
ケ
嶽
な
ど
の
整
備
状
況
を
視
察
し

た
。

(
平
成
5
年
2
月
2
8
日
)

5
年
ぶ
り
要
覧
改
訂

上
浮
穴
郡
面
河
村
は
、
村
内
を
縦
断
す
る
県
道
須

崎
-
松
山
線
が
昨
年
三
月
国
道
昇
格
、
今
年
四
月
供
用

を
開
始
し
た
の
を
記
念
し
、
国
道
4
9
4
号
昇
格
記
念

号
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
新
し
い
村
勢
要
覧
「
お
も
ご
」
(
A

4
判
、
七
十
二
ペ
ー
ジ
)
を
刊
行
し
た
。
五
年
ぶ
り
に
改
訂

し
た
要
覧
を
千
冊
印
刷
し
、
同
村
全
戸
と
近
隣
自
治
体

に
無
料
配
布
す
る
。

今
回
の
要
覧
は
、
「
マ
ン
ガ
で
見
る
面
河
の
歴
史
」
が
フ

レ
ッ
シ
ュ
。
同
村
ゆ
か
り
の
猿
飛
佐
助
、
行
者
、
石
鎚
の
天

狗
を
登
場
さ
せ
、
子
供
に
も
分
か
り
や
す
く
村
勢
を
紹

介
し
て
い
る
。
国
道
昇
格
の
経
過
報
告
の
後
、
天
狗
岳
や

大
成
に
あ
る
樹
齢
千
五
百
年
の
カ
ツ
ラ
の
大
木
、
面
河
渓
、

こ
の
春
に
三
段
濠
と
確
認
さ
れ
た
御
来
光
の
滝
な
ど
が

カ
ラ
ー
写
真
で
美
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
平
成
5
年
6
月
1
日
)
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自
然
の
宝
庫
な
ら
で
は

山
岳
博
物
館

来
月
1
日
か
ら
一
般
公
開

石
鎚
や
面
河
の
二
万
点
に
上
る
動
植
物
、
鉱
物
を
展

示
す
る
面
河
山
岳
博
物
館
が
上
浮
穴
郡
面
河
村
若
山

の
面
河
渓
入
り
口
に
完
成
、
三
月
十
九
日
、
村
関
係
者
ら

約
百
五
十
人
が
出
席
し
て
開
館
記
念
式
典
が
行
わ
れ

た
。
一
般
公
開
は
四
月
一
日
か
ら
。

観
光
立
村
を
掲
げ
る
面
河
村
は
、
年
間
五
十
万
人
近

い
観
光
客
が
訪
れ
る
景
勝
地
面
河
渓
に
滞
留
型
の
施
設

を
つ
く
ろ
う
と
、
四
億
七
千
三
百
万
円
を
か
け
て
同
館

を
建
設
。
鉄
筋
三
階
建
て
千
七
百
平
方
㍍
の
建
物
は
、

昨
年
六
月
落
成
、
楠
博
幸
元
県
立
博
物
館
副
館
長
(
ハ
八
)

を
中
心
に
展
示
物
の
収
集
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

二
階
展
示
室
は
、
石
鎚
山
系
の
自
然
が
テ
ー
マ
。
パ
ネ

ル
を
使
っ
て
、
四
千
万
年
前
の
石
鎚
の
姿
か
ら
説
き
起
こ

し
、
地
質
的
な
成
り
立
ち
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
ほ
か
、
化
石
、
鉱
物
、
昆
虫
、
魚
な
ど
三
千
種
類
を
展

示
。三

階
展
示
室
は
、
中
央
に
一
万
分
の
一
の
石
鎚
の
模
型

が
配
置
さ
れ
、
お
山
開
き
の
様
子
を
パ
ノ
ラ
マ
化
。
石
鎚

山
の
山
岳
信
仰
や
登
山
史
、
山
村
面
河
の
暮
ら
し
な
ど

に
関
連
し
た
資
料
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
三
階

に
は
、
約
五
百
冊
の
石
鎚
関
係
図
書
閲
覧
室
が
あ
り
、
特

別
展
示
を
す
る
研
修
視
聴
覚
室
で
は
、
「
面
河
石
鎚
春

の
自
然
展
」
が
、
五
月
二
十
六
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。

(
平
成
3
年
3
月
2
1
日
)

面
河
・
石
鎚
の
自
然
一
日
で

山
岳
博
物
館
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
発
刊

上
浮
穴
郡
面
河
村
の
面
河
山
岳
博
物
館
が
、
こ
の
ほ

ど
自
然
観
察
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
面
河
・
石
鎚
の
自
然
」
(
B

5
変
形
判
、
フ
ル
カ
ラ
ー
四
一
ペ
ー
ジ
、
五
百
円
)
を
発
刊
し

た
。同

書
は
面
河
村
の
地
形
・
地
質
や
石
鎚
山
の
動
植
物

な
ど
を
多
数
の
カ
ラ
ー
写
真
と
平
易
な
文
章
で
説
明
。

面
河
渓
や
土
小
屋
、
石
鎚
山
頂
な
ど
地
点
別
に
森
林
の

解
説
が
あ
る
ほ
か
、
イ
シ
ヅ
チ
サ
ク
ラ
な
ど
の
地
元
原
産

植
物
を
は
じ
め
、
季
節
ご
と
に
八
̃
二
十
種
類
の
草
花

を
カ
ラ
ー
で
紹
介
、
花
暦
も
付
け
て
い
る
。
動
物
も
ほ
乳

類
、
コ
マ
ド
リ
な
ど
の
野
鳥
、
ア
マ
ゴ
な
ど
魚
類
、
両
生
類
、

昆
虫
を
網
羅
。
烏
の
さ
え
ず
り
を
文
字
化
し
て
識
別
し

や
す
く
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

執
筆
は
、
森
川
国
康
松
山
東
雲
短
大
学
長
や
松
井
宏

光
同
短
大
助
教
授
、
鹿
島
愛
彦
愛
媛
大
教
授
、
楠
博
幸

南
日
本
自
然
史
研
究
所
長
ら
石
鎚
の
自
然
研
究
に
実

績
を
持
つ
専
門
家
が
担
当
し
た
。(

平
成
4
年
1
月
2
6
日
)

面
河
渓
入
り
口
に
完
成
し
た
面
河
山
岳
博
物
館

面河山岳博物館が発刊した「面河・石鎚の自然」

127



1989へ1993自然

文
字
通
り
便
利
で
す

「
も
み
じ
の
里
面
河
べ
ん
り
マ
ッ
プ
」
お
も
ご
塾
が
作
製

上
浮
穴
郡
面
河
村
の
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
平
成
お

も
ご
塾
」
(
中
川
直
彦
塾
長
)
が
、
こ
の
ほ
ど
「
も
み
じ
の

里
面
河
べ
ん
り
マ
ッ
プ
」
(
二
十
六
×
五
十
セ
ン
チ
、
四
つ
折

り
)
を
作
り
、
訪
れ
た
観
光
客
か
ら
重
宝
が
ら
れ
て
い
る
。

マ
ッ
プ
作
り
は
観
光
客
か
ら
「
村
内
の
観
光
が
複
雑
で

分
か
り
に
く
い
」
な
ど
の
苦
情
も
あ
り
、
一
年
前
か
ら
取

り
組
ん
で
い
た
。
マ
ッ
プ
は
表
を
面
河
渓
谷
と
笹
倉
湿
原

の
カ
ラ
ー
写
真
で
飾
り
、
同
村
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
裏
側
は
イ
ラ
ス
ト
で
皿
ケ
嶺
自
然
公
園
や

面
河
ダ
ム
、
石
鎚
国
定
公
園
な
ど
の
観
光
名
所
が
地
図

に
表
示
さ
れ
、
複
雑
な
道
路
の
分
岐
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
分
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。
各
登
山
ル
ー
ト
の
距
離

と
所
用
時
間
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
国
民
宿
舎
な
ど
の
観
光

施
設
が
案
内
さ
れ
、
主
要
公
共
施
設
も
四
十
八
カ
所
が

番
号
で
探
せ
る
。
五
千
部
印
刷
。
観
光
施
設
に
無
料
で

置
い
て
い
る
。

(
平
成
5
年
7
月
1
8
日
)

本
県
4
例
日
面
河
で
発
見

珍
種
ウ
ス
キ
キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ

綱
目
の
黄
色
い
傘
を
か
ぶ
っ
た
キ
ノ
コ
の
珍
種
、
ウ
ス
キ

キ
ヌ
ガ
サ
タ
ケ
が
こ
の
ほ
ど
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
で
見
つ

か
っ
た
。
四
国
で
五
例
、
県
内
で
は
平
成
元
年
に
温
泉
郡

重
信
町
で
三
例
発
見
さ
れ
て
以
来
の
四
例
日
で
、
再
び

植
物
愛
好
者
の
話
題
を
集
め
た
。

見
つ
け
た
の
は
同
村
中
組
、
左
官
業
青
木
武
彦
さ
ん

(
五
二
)
。
九
月
五
日
午
前
中
、
面
河
川
に
接
し
た
倉
庫
裏

庭
の
手
入
れ
を
し
て
い
て
、
山
草
の
鉢
の
間
に
生
え
て
い

た
。高

さ
は
十
五
㌢
、
茶
色
の
頭
か
ら
傘
に
当
た
る
部
分

は
、
黄
色
い
綱
目
模
様
で
直
径
十
二
㌢
に
広
が
っ
て
い
た
。

一
日
で
し
お
れ
た
。

「
マ
ン
ト
を
羽
織
っ
た
よ
う
な
美
し
い
キ
ノ
コ
だ
っ
た
。

長
年
、
住
ん
で
い
る
が
こ
の
よ
う
な
キ
ノ
コ
を
見
た
の
は

初
め
て
」
と
青
木
さ
ん
。
近
く
の
面
河
山
岳
博
物
館
を

通
じ
、
キ
ノ
コ
に
詳
し
い
日
本
菌
床
学
会
会
員
の
沖
野
登

美
雄
さ
ん
(
五
し
=
伊
予
郡
砥
部
町
=
に
連
絡
し
た
。

(
平
成
5
年
9
月
2
9
日
)

平
成
お
も
ご
塾
が
作
っ
た
「
も
み
じ
の
里
面
河
べ
ん
り
マ
ッ
プ
」

面河村で見つかったキノコの珍種

ウスキキヌガサタケ

自
然
が
織
り
な
す
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

秋
は
一
日
ご
と
に
深
ま
り
を
み
せ
、
紅
葉
前
線
も
山
里

ま
で
下
り
て
き
た
。
紅
葉
の
名
所
、
上
浮
穴
郡
面
河
村
の

名
勝
面
河
渓
は
紅
葉
の
盛
り
も
目
前
だ
。

渓
谷
の
入
り
口
、
関
門
は
奇
岩
と
渓
流
の
景
勝
地
で
、

遊
歩
道
か
ら
見
上
げ
る
断
崖
の
木
々
も
色
づ
い
て
い
る
。

渓
谷
の
表
玄
関
と
も
い
う
べ
き
五
色
河
原
付
近
は
家
族

連
れ
や
グ
ル
ー
プ
が
弁
当
を
広
げ
た
り
、
渓
流
釣
り
に
興

じ
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
る
。

渓
谷
の
遊
歩
道
沿
い
に
蓬
莱
渓
、
紅
葉
河
原
な
ど
の

見
所
が
続
き
、
赤
く
色
づ
い
た
紅
葉
や
黄
葉
し
た
広
葉

樹
が
色
彩
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
織
り
な
し
て
い
る
。

(
平
成
元
年
u
月
2
日
)
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